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1.は じめ に

わが国は,現 在,地 球規模の環境対策 と高齢化社会へ

の対応 とい う二つの大 きな問題に直面 してい る.
一つ 目は

,1997年12月 に開催 された地球温暖化 防止京

都会議 にて,CO2を 含む温室効果ガス排 出量の削減 目標

値が定め られた.わ が国では,2008年 か ら2012年 平均 で

1990年 水準の排 出量 に対 して6%の 削減が義務づ け ら

れている.し か しなが ら,2000年 度にお いて,1990年 水

準に対 し8%増 加 していると報告 されてお り,目 標値 を

達成 するには,今 後14%程 度の削減が必須 と試算 されて

いる.

日本の最終 エネルギー消費の推移 では,1990年 に対 し

2000年 度の実績では,民 生部門が21.4%増 と報告 されて

いる.取 り分け,民 生部 門においては,生 活の利便性や

快適性の追求,24時 間型社会の拡大,女 性 の社会進 出に

よ り家庭 にて使用され る家電機器の大型化,種 類の増加,

家電機器の長時間利用,さ らには,家 庭 内でのIT化 に よ

るパ ソコンの普及などがエネルギー消費量増大の要 因の

一つ となってお り
,こ の傾 向は,今 後 も継続すると予想

されている.こ のことか ら,家 庭におけ るエネルギー消

費の削減が重要な課題 となっている.

家庭 におけ るエネル ギー消費の削減 では,家 電機器

メー カーの努力にて,家 電機器単体での省エネルギー対

策が進め られてお り,成 熟 した機種については,限 界に

近づ きつつある.こ のような状況の中で,エ ネルギー消

費の削減 を実現す るには,機 器単体でな く,複 数の家電

機器 を効率的に動かす ようなシステム的な仕組みを構築

して居住空間 をマネー ジメン トすることが必要 となって

いる.

二つ 目は,高 齢化社会の到来である.「H12年 厚生 白書」

(厚生労働省H14年 度)に よれば,2000年 には65歳 以上

の人 口が2187万 人,高 齢化率が17.2%(概 ね人 口の6人

に1人)と な り,今 後 さらに高齢者数 と高齢化率は増加

し,2010年 には65歳 以上人 口は2812万 人,高 齢化率 は

22.0%に な ると予想されている.高 齢者が安心かつ安全

に生活 できる環境を社会全体 でつ くりあげ ることが,重

要な課題 となっている.

これらの課題 を解決す るには,家 庭 内の照明機器 をは

じめ とする家電機器,ガ ス器具,健 康管理機器,各 種セ

ンサ をネ ッ トワークで接続 し,家 庭 内をシステムと捉え

て管理す ることが必要 で ある.家 庭 内の機器 をネッ ト

ワー クで接続す るには,既 設の家屋で も手軽に敷設が可

能な伝送媒体の採用や,異 なるメー カーの機器で も容易

に接続 で きるネッ トワー クシステムの構築 が必要 であ

る.

ECHONETコ ンソー シアムは,こ れ らの家電機器や

センサ類 をネッ トワー クに接続するための通信規格 を策

定す る とともに規格に基づ くネッ トワー ク対応の家電機

器の開発や普及 を促進することを目的に,国 内外の家電

メー カー,電 子部品メー カー,ソ プ トウェアメー カー,

電力 ・ガス・通信サー ビス事業者などの賛 同を得て,1997

年12月 設立 された非営利の民間団体である.

本 コンソーシアムは,標 準規格の策定,コ ンソーシア

ムの運営 ・普及促進活動 を行 うA会 員(シ ャープ,東 京

電力,東 芝,日 立製作所,松 下電器産業,三 菱電機お よ

びその関係会社)と,ユ ーザの立場 で標準規格策定への

意見や要望 を行 うとともに標準規格対応製品の開発 を行

うB会 員お よびその関係会社 の合計107社 で構 成されて

いる.

ECHONETコ ン ソー シ ア ム で は,ECHONET

(Energy Conservation and HOmecare NETwork

の略),日 本語表記の 「エ コーネ ット」およびそのシンボ

ルマー クをロゴマー クとして認定 し,標 準規格対応製 品

には,こ の ロゴマー クを貼付することによ り,異なるメー

カー 間で も相互接続が可能 であることを表現す ることに

している.

1997年12月 の設立後,標 準規格 の策定作 業 を進め,

2000年3月 にECHONET規 格 書 バー ジョン1.00を 策

定 した.さ らに,バ ージ ョン2.00,バ ージ ョン2.10と バー

ジョンア ップ を進め,基 礎 とな る規格が完成 し,2002年

10月 には,会 員以外に も公開 した.最 新では2002年8月

には,伝 送 メディア としてパ ソコン とその周辺機器や

PDA(携 帯端末)間 の通信手段 として普及が期待 され る

Bluetoothや 事務所や家庭内のパソコン系ネ ッ トワー ク

としてデファク トとして利用 されているイーサネッ ト対

応の家電機器 との接続規格 を定め たバージ ョン3.00も

完成 した.一 方,製 品開発 については,会 員企業にて,

本規格 を搭載 した家電機器やネ ッ トワー ク対応部材の開

発が進め られ,実 用化段階に入 りつつある.

ここでは,ECHONETの 標準規格の概要,規 格に対応

した製 品化 の状況 それ らを利用 したホームネッ トワー
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クシステムの実証実験の例 を紹介する.

2.ECHONET規 格 の特 長 とホー ムネ ッ トワー

ク の イメー ジ

2.1ECHONETの 規格化の 目標

ECHONETコ ンソーシアムにてホームネ ッ トワー ク

の規格 を策定するにあたって,下 記の5項 目を目標 とす

るような規格作 りを行 った.

(1)配 線 工事不要 の伝送方式の採用

既設の家屋でも容易にネッ トワークが構築 できるよう

に,通 信線の敷設が不要な伝 送媒体(電 灯線搬送や無線)

を採用す ること.

(2)マ ルチベ ンダー環境の実現

ネッ トワー クに接続す る家電機器や セ ンサ類 を製造

メーカーの違いを意識するこ とな く使用 できること.

(3)プ ラグアン ドプレイ機能 を規格化

パソコンの分野では,マ ウス,フ ロッピーディス ク,

CD-Rと いったパソコンの周辺機器 をパ ソ コンに接続す

ると自動的に認識 して利用可能になるような機能(こ れ

をプラグアン ドプ レイ機能 と称す)が 一般的 となってい

るが,こ れ と同 じように,家 電機器 を追加 した場合,専

門の技術者でな くとも自動的にネ ットワー クに組み込む

ことがで きること.

(4)簡 単 なアプ リケーション開発

サー ビスアプ リケーションを家電機器 メー カーや シス

テムインテグレー タなどの専 門の技術者でな くて も,開

発が容易 にで きるよ うに,家 電機器やセ ンサの取 り扱 い

方の共通化や,開 発の容易 なプログラ ミング言語(Java

言語 など)な どが使用できること.

(5)社 会 システム との接続

セキュ リティ会社や病院,電 力会社な ど家庭 にサー ビ

スを提供す る社会 システム との情報連係 を容易 に図れ る

こと.

2.2ECHONETに よるホ―ムネ ッ トワークの イメ-ジ

ECHoNETで は,ラ イフサイクルが長 い白物家電や

低価格なセ ンサ類を対象にす ることから,低 コス トで実

現できることを前提に,シ ンプルな規格にす ることを重

点 目標 としている.

特長 としては,図1の 「ECHONETよ るホームネッ ト

ワークのイメー ジ」で示 した ように,ホ ームネッ トワー

クを構築す るには,ECHONET規 格 に準拠 したネッ ト

ワー クインター フェースを実装 した家電機器やセンサ と

それを束ねて監視処理や制御処理 を行 うコン トロー ラに

て構成で きるように している.ま た,家 電機器に よって

伝送媒体 が異 なる場合で も,そ の間にECHONETル ー

タとい う伝送媒体 を変換す る装 置を入れることにより容

易に接続ができるようにしてい る.従 って,将 来的にネッ

トワー クインター フェースを実装 した家電機器が一般的

になれば,サ ー ビスに応 じたセ ンサ類 とネッ トワー クを

束ねるコン トロー ラを追加す ることでホームネ ッ トワー

クが構築で きるように している.

3.ECHONETの 標 準規 格 の概 要1)2)

3.1ECHONETの ア ドレス体系

ECHONET規 格では,家 庭内に設置 された家電やセ

ンサ類 を識別す るため にECHONETア ドレス とい う

新たなア ドレス体系 を設けている.

ECHONETア ド レ ス は,NetID(8ビ ッ ト)と

NodeID(8ビ ッ ト)の 計16ビ ッ トで構成 されてい る.

NetIDは,伝 送媒体の種類 ごとに分割されたサブネッ ト

に割 り付 けるものであ り,NodeIDは サ ブネ ッ ト内の機

器 ごとに割 りつけるものである.こ の両者の組み合 わせ

図1ECHONETに よ るホ-ム ネ ッ トワー クの イメージ
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図2ECHoNETの ネ ッ トワーク構 成 モデル

に て,家 庭 内 の 機 器 を特 定 す る こ とが で き る.

ECHONETは,白 物家電や照明器具,セ ンサ といった低

価格 な機器 を対象 として,居 住 者の生 活基盤 を支 える

サービス を実 現す るために は,極 力低 コス トでネッ ト

ワー クを構成することができるようにす るこ とが必要 で

ある.こ の観点からア ドレス体系 も少ない ビッ ト数で表

現で きるよ うに簡素化 している.

このECHONETア ドレスは,家 電機器 などをネッ ト

ワークに組み込 んだ ときに,家 電機器のネ ッ トワー クイ

ンターフェースに物理的に割 り付 けられている伝送媒体

ごとの固有の物理ア ドレス と対応付け して,プ ラグアン

ドプレイ機能にて自動的に割 り当てられる.

3.2ネ ッ トワー ク構成

図2に 主 な伝 送媒体 に よる 「ECHONETの ネ ッ ト

ワー ク構成モデル」 を示す.

ECHONETで は,ECHONETが 情報の伝 達 を論理

的に保証す るネッ トワー クの範囲,す なわち,1軒 の住

宅の範囲 を ドメインと定義づけてお り,こ の ドメインの

中に前述の ように伝送媒体 ご とにグループ化 されたサブ

ネ ットとそのサ ブネッ ト内にあ る家電機器 とでホーム

ネ ットワー クが構成 され る.サ ブネッ ト内の家電機器は,

NetIDとNodelDに よるECHONETア ドレスにて ド

メイン内でユニー クに識別 される.

社会 システムや携帯電話 など外部か らの機器の特定す

る場合は,通 常,サ ー ビスに応 じた呼称(機 器名称など)

が与えられる と想定 してお り,こ のサー ビス対応の機器

名 称 に よ る ア クセ ス要 求 に対 し,規 格 化 して い る

ECHONETゲ ー トウェイ機能 に よるユーザIDや パ ス

ワー ド認証 を経て,ド メイン内の固有のECHONETア

ドレスに対応付 けを行い,機 器 を特定す る構造 としてい

る.

3.3ECHONET通 信 レイヤ構成

図3に 「ECHONETの 通信 レイヤ構成」 を示す.エ

コーネッ トは,OSI基 本参照 モデルに対応 して図中網掛

けで示 した下位通信 ソフ トウェア,ハ ー ドウェア,通 信

ミドルウェア,サ ー ビス ミドル ウェアの3階 層について

図3ECHONET通 信 レイヤ構成

規格 を定めている.

先に述べ たECHONETの 規格策定 におけ る目標 に

基づ いて策定 されたECHONET規 格 の特長 は以下の

通 りである.

(1)伝 送媒体 を意識 させ ないホー ムネ ッ トワー ク構築の

実現

ECHONETで は,電 灯線搬送や小電力無線,赤 外線 な

どに加えて,バ ー ジョン3.00でBluetoothお よびイーサ

ネッ トの伝送媒体 を加 えた.表1にECHONETで 規格

化 している伝送媒体の規格 の内容 を示す.

これ らの伝送媒体 は,敷 設工事の容易性,伝 送到達距

離,秘 匿性,外 来 ノイズ耐性,法 規制,伝 送情報量など

の観点か ら,そ れぞれに長所,短 所 を有 している.家 庭

内でホームネッ トワー クを構築す る場合,設 置す る家電

機器やセンサに対 して最適 な伝送媒体 を選択す るケース

がある.例 えば家電機器は,元 々電源が必要 であ ること

か ら,電 灯線 を利用することが有効 であるが,セ ンサ類

は,セ ンシング効果の高い個所に 自由に設置す ることが

求め られる とともに比較的消費電力 も少なくてすむ こと

か ら,バ ッテ リー駆動にす ることができ,無 線 を利用す

ることで,敷 設の容易性が高まる.従 って,ECHONET

では,適 材適所 に伝送媒体 を選択で きるようにするとと

もに伝送媒体 の違いを意識 させないような構造 に してい

る.

伝 送媒体 の違 いを意識 させ ない ようにす る方法 とし

て,通 信 ミドルウェア部分 のECHONET通 信処理の下

位部分に共通下位通信 インターフェースを設け,こ の下

部にア ドレス変換や伝送フォーマ ッ ト変換 などの伝送媒

体 ごとに異なる処理 を一括 して行 うプ ロトコル差異吸収

処理部 を設けている.こ れによ り,ホ ームネ ッ トワー ク

の構築に適 した伝送媒体が開発 された時に も,下 位通信

部分 とプロ トコル差異吸収処理部のみの規格 を策定す る

こ とで上位の通信 ミドルウェアやアプ リケーシ ョンに影

響 与えることな く,伝 送媒体 を拡張するこ とが可能 とな

J. Illum. Engng. Inst. Jpn. Vol.87 No.10 2003 839



表1ECHONETの 伝送媒体の企画概要 る.

また,複 数 の伝送媒体 が同 じドメインに混在する場合

も,そ の間に規格 で定めたECHONETル ータを設置す

るこ とで両者の伝送媒体 をシーム レスに接続す ることが

可能 となっている.

(2)異 なるメーカーの違い を意識させ ない

マルチベ ンダー化や簡単なアプ リケーシ ョン開発 を可

能 とす るために,ホ ームネ ットワー クの対象 となる家電

機器やセンサ類が特 つ監視項 目や制御項 目をプロパテ ィ

として,ま たそれ らに対す る制御や参照 といった操作 を

サー ビス として機種 ごとにオブジェク ト指 向を用いて共

通 なモデルとして規格化す ることに より製造 メーカー ご

とに違いを意識 しないで扱 えるように している.こ の共

通なモデルを機器 オブジェク トと定義 している.機 器 オ

ブ ジェク トの概念 を,図4に 示 したエアコンを例に とっ

て示す.

エアコンには,冷 房/暖 房/ド ライなどの運転 モー ド,

温度設定,風 向 き設定な どの制御操作 と室内温度計測値

や外気温度計測値 などの状態情報が あ る.各 製造 メー

カーの固有の情報 を俯瞰(ふ かん)し,デ ー タ形式やデー

タサ イズ,運 転 モー ドや温度設定の操作 コー ドや設定値

のデータ形式 を統一 し,機 器オブジェク トとして規定す

る.サ ー ビスアプ リケー ション側 は,ECH0NET通 信処

理部 とプロ トコル差異吸収処理部 か らなる通信 ミドル

ウェアにて用意 されている基本API(API:ア プ リケー

ションプログラ ミングインター フェー ス)を 介 して,機

器 オブジェク トの規定 に従 って,現 在の状況 を参照 して

内容 を解釈 し,制 御 操作 に対応 したパ ラ メー タを基本

図4機 器オブジェク トによるエアコンのモデル化
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APIに て設定 す るこ とに よ り家電機器 を操作す るこ と

ができる.

一方
,エ ア コンの製造 メー カー側は,通 信 ミドル ウェ

ア経由で指示 された制御操作パ ラメータを機器 オブジェ

ク トの規定に従 って解釈 して,エ アコンの機器 内部の形

式に変換 してエア コンを動 かす とともに,監 視情報参照

の要求に対 して,機 器内部 か ら対 応する計測情報 を収集

し,規 定に従 ってデー タ形式 を変換 して通信 ミドル ウェ

ア経由でサー ビスアプ リケー シ ョン側 に送る.

このようにす ることによって,メ ー カーが異なって も,

アプ リケー ションの開発者は,メ ー カーの違い を意識す

ることな く,サ ー ビスアプ リケー ションの開発が可能 と

なる.ま た,家 電機器 メーカー側 は,既 存の技術や財産

を活か しなが ら,ネ ットワー ク化 に対応で きる.

ECHONETで は,通 常家庭 に存在す る家電機器やセ

ンサ類 につ いて,同 様 の方 法 で規 格 を定 め て い る.

ECHONETの 規格の特長は,家 電機器や センサ類 をこ

のような機器オブジェク トで扱 えるように しているとこ

ろにあ り,こ れ らの規格 を会員企業間で意見の統一 を図

りなが ら規格 を定めているところにある.さ らに,家 電

機器や センサ類 は,さ らに機能が拡大 してい くとともに

新 しい家電機器やセンサが開発 される.ECHONETは,

機能の拡大や新製品の開発に併行 して機器オブジェク ト

の改定や新設 をす るための活動 を専 門的に行 う体制 も構

築 してお り,海 外の標準化団体 と大 きく異なるところで

あ る.

(3)情 報セキュ リティの確保

ECHONETが 規格化 している伝送媒体 としては,配

線工事 の負担 を少 な くするために無線や電灯線 も採用 で

きるように規格 を定めている.し か しなが ら,こ れらの

伝送媒体 は,空 中や配電網の引き込み線 を経由 して宅外

への情報の漏洩が発生 する.ECHONETで は,電 灯線で

のハ ウス コー ド採用や小電力無線での無線システム識別

符号の採用な どによ り隣家への情報の漏洩を防いでいる

が,故 意な盗聴や な りす まし,改 竄 を防 ぐことはで きな

い.ECHONET規 格 では,こ れらの盗聴や改竄 などの不

正 なア クセスか ら情報 を防護す るために,ECHONET

通信処理部に共通鍵暗 号化機能 と認証機能 を規格 として

策定 している.認 証機能では,改 竄 の検知 とな りすまし

を防止 し,共 通鍵暗号化機能では盗聴 防止を実現する.

セキュア通信機能 を伝送媒体部分 に持 たせ るのでな く,

ECHONET通 信処理部 に実装す るこ とによ り異 なる伝

送媒体のノー ド間でも共通的なポ リシーの もとで情報の

セキュ リティを実現で きるとともに,伝 送媒体側 の負担

を減 らすことで,低 コス ト化が可能 となっている.

(4)サ ー ビスアプ リケー ションの容易 な開発

伝送媒体の違いや家電機器 メー カー の違 いをサー ビス

アプ リケー ション開発者に意識させ ないことに加 えて,

簡易 な言語 を使用 して記述で きるようにJava言 語対応

の基本APIを 規格化 している.

4.ホ ーム ネ ッ トワー ク に よるサ ー ビスの例

ECHONET規 格 に基づ いてホームネ ットワー クシス

テムを構築することに より以下 に示 したようなサービス

が実現で きる.

4.1エ ネルギーサー ビス

真夏の暑 い日な どに部屋の冷房 を行 うためにエア コン

を起動すると,エ アコンは,速 やかに最適 な温度 を達成

す るべ く動作 をする.こ の時,エ ア コンは通常運転 よ り

も大 きな電力 を消費す る.こ のよ うな場合,図5に 示 し

図5ECHONETに よ るエ ネルギーサー ビスの例
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図6 ECHONETに よ るホームヘル スケアサー ビスの例

たように,居 住者がエアコンを起動 した場合,ま ず,室

温を計測 し,室 温が高ければ,ま ず換気扇 を回 して室内

の空気 を入れ換 え,室 温 を少 し下げた ところでエア コン

の運転 を開始す るようにコン トロー ラが 自動的に制御 を

行 う.こ のようにすれば,エ ア コンを効率的に運転す る

ことがで き,快 適性 を損なわないで省エネルギー運転が

で きる.

また,居 住者 の在不在 を検出する人体検知センサを組

み合わせ ることで,居 住者が部 屋か ら居な くなったこと

を検知 してエア コンの停止,照 明の消灯 を行 うことが可

能 とな り,無 駄な運転 を省 き,省 エネルギーに貢献 でき

る.

4.2ヘ ルスケア ・快適支援サー ビス

高齢者 の生活支援 の一環 では,図6に 示 した ような

ホームヘルスケアサー ビスが実現できる.

例えば,体 温,血 圧,脈 拍 などの健康状態 を計測す る

センサを内蔵 した トイレ機器や家庭用の健康管理機器 な

どか らデー タを収集 し,コン トローラに蓄積す ることで,

自分 自身で健康状態を管理 で き,ま た,そ のデー タを医

療機関に伝送することで,医 療機関か らの遠隔健康相談

や介護支援 などを受け ることがで きる.

また,冷 蔵庫 の扉の開閉,洗 濯機や電子 レンジの利用

状況 をモニタすることで,居 住 者の生活状況 を把握 し,

通常 と異な る生活形態を検 出 した場合,近 親者や介護

サー ビス施設に通知す ることで,早 期 の対応 をとること

ができる.さ らには,階 下 よ り階上の機器の遠隔操作や,

生活パター ンに合わせた居 間や脱衣所の予冷 ・予熱運転

を行 うなど高齢者に安全かつ便利な生活 を提供す ること

ができる.

4.3セ キュ リテ ィサー ビス

ガス漏れや火災などを早期に検 出して居住者に通報 し

て対応を促 し,居住者が不在の場合は,セ キュ リティサー

ビス会社 に通報 して緊急かつ適切 な対応ができる.

4.4モ バイルサービス

外 出先か ら携帯電話にて留守宅の家電機器の運転状 態

や玄関の施錠状態の確認,消 し忘 れ機 器の停止 ・施錠 の

遠隔操作ができる.ま た,不 審 な侵入者や ピッキングな

どを検出し,居 住者の携帯電話への通報などがで きる.

4.5機 器 リモー トメンテナ ンスサー ビス

図7で 示 した ように,家 電機 器をネ ッ トワー クに接続

す ることによ り,家 電機器の運転状態 を家電機器サー ビ

スセ ンター にて管理す ることが可能 となる.家 電機器

サー ビスセンターでは,非 効率 な運転(エ ア コンのフィ

ルター 目詰ま りや老朽化)の 早期発見や省エネルギー を

配慮 した運転の コンサルティングなどができる.

5.ECHONET規 格 対 応 の開 発状 況 お よび

コンソー シ アム の活動 状 況

5.1ECHONET規 格 による実証実験の例

ECHONETに よるホームネ ッ トワー クの実現に より

省エ ネルギー,快 適生活支援,ホ ームヘルスケア,セ キュ

リティ,機 器 メンテナンス,モ バイル端末による遠隔監

視 などさまざまなサー ビスが実現で きる.

ホームネ ッ トワー ク関連の実験は,電 力会社や 国家 レ

ベ ルでの進め られてお り,エ コーネ ッ ト会員企業では,

ECHONET規 格 に基づいた製品を開発 し,こ の実証実

験 に参加 してい る.

省エネルギー に関 しては,CO2排 出量削減 を目的 とし

て,2001年 度 よりNEDO(新 エネルギー・産業技術総合

開発機構)が エネルギー需要最適マネー ジメン ト推進事

業 を進めてお り,こ の事業に対 して,一 般家庭向けに3

つ のプロジェク トが採択 を受 け,2001年 度 に合計450軒

規 模 の一般家 庭 に実験用 のHEMS(Home Energy

Management Sustem)を 導入 し,2002年 度か ら2年 間か

けて,フ ィール ド評価 を行 っている.

実証実験 システムのプ ロジェク トの1例 を図8に 示
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図7 ECHONETに よ る家電機 器 リモー トメ ンテナ ンスサ ー ビスの例

図8 エネルギー最適需要マネジメン ト実証実験

す.

このシステムでは,照 明については,廊 下,ト イレ,

玄関など比較的消 し忘 れの 目立つ通過領域 と言われてい

る個所の照明に人感センサ を取 り付 け,人 の通過 を検知

す るこ とによ り点灯な らびに消灯制御 を行 っている.ま

た,リ ビングや寝室のエア コンにも同様に人感センサ を

設置 し,居 住者に意識させ ない程度での室温設定変更制

御(段 階的に設定温度 を変更(,外 気温度が下がった時の

送風のみ運転への切 り替 え制御,就 寝 中の段階的温度設

定変更制御な どを行い,居 住者の快適性 を保 ちなが らど

の程度の省エネルギー運転が可能かを実験 している.ま

た,リ ビングに設置された省エネモニタ とい う機器では,

電気の使用量 を1日,1週 間,1カ 月,1年 単位で電気

料金に換算 して情報提供することで,自 動制御以外に居

住者による省エネ活動喚起の効果 を実験 している.現 時

点での実証実験の結果 では,照 明については,消 し忘れ

防止による省エネルギー効果が認められてお り,居 間や

台所,更 衣室などへの適用 も効果があると想定 される.

また,エ ア コンについて も,省 エネルギーの効果が見 ら

れる.

5.2製 品化状況

前述の実証実験 向けの開発 と併行 して,市 場への投入

に向けたECHONET対 応の家電製品の開発が相次 い

で発表 されている.市 場への製品投入は,2003年 度あた
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りか らと想定 され るが,利 用 技術 の拡大 を含めホーム

ネ ッ トワー クに構 築 の実現 性 が評価 され つ つ あ り,

ECHONETと して も普及 の拡大の期 待 が膨 らんでい

る.し か しな らが,ECHONETが 対象 としている分野で

のネ ットワーク対応家電の普及は,新 設や買 い替 え時 と

いう特異性 をもっていることか ら,家 庭の中を全般的に

ネ ッ トワー ク化するには,数 年以上の時間がかかると思

われる.従 って,ユ ーザがメ リットを感 じるサー ビスシ

ステムの構築 必要時にサー ビスを受 けるためのネ ッ ト

ワー クインター フェースを有す る家電機器の普及などを

どのよ うに進めてい くか も,コ ンソーシアムならびに家

電機器 メーカーの課題である.

5.3コ ンソーシアムの活動状況

(1)規 格策定活動

規格 の策 定 につ いて は バー ジョン2.11の 完成 に て

ホームネッ トワー クを構築す るのに必要 な規格が完成 し

た.今 後は,家 電機器類の機能拡張は,新 製品の創出に

合わせ た機器オブジェク トの新設や拡張に対する規格 の

改定活動,さ まざまなサー ビスアプ リケー シ ョンに対応

して,ア プ リケー ションの開発 をより容 易にするための

サー ビス ミドルウェアの拡張,家 庭内で普及が進んでい

る無線LAN(Local Area Networkの 略)や 高速電灯

線通信 など新規の伝送媒体の規格化作業が中心 となる.

(2)規 格認証 システム,認 証機関の検討

ホームネッ トワー クが普及す るにつれて,異 メー カー

間での相互接続性が一層重要 となる.ECHONETで は,

企業で開発する製品が規格に準拠 し,か つ,相 互接続性

が保持 されていることを認証す るための規格認証 システ

ムの開発,規 格認証機関の設置などの検討 を進めている.

現在 は,ま だ普及黎明期で もあるので,当 面 は開発企業

が 自主的に認証 を行い,コ ンソー シアムがそれ を承認す

るような 自主認証制度をとっているが,普 及が拡大 した

暁には,事 業機関を設置する予定である.

(3)国 際標準化向けの活動状況

機器 オブジェク トによるマルチベ ンダーの実現,ミ ド

ル ウェア レベ ル での セ キュア通信,白 物 家 電機 器 を

Bluetoothで 接続す る規格 は,米 国や欧州で進められて

いる標準規格 にはないECHONET特 有 な ものであ る.

これ らを海外の標準規格 との整合 性を保 ちながらの国際

標準規格への採用の働 きかけを進めている.こ の活動 の

対 して,経 済産業省の支援 を受けて,専 門のワーキング

グノレープ を設置 して活動 している.

(4)エ コーネッ ト規格関連の工業所有権 の管理方式検討

規格 の策定にあたっては,会 員企業に よるさまざまな

技術の提供が なされてい る.規 格に含 まれ る工業所有権

は,基 本的には,提 案企業に帰属 しているが,ホ ームネ ッ

トワー クの普及の観点か ら会員企業の協力 を得 て,当 面

はロイヤル ティフ リー を実 現 してい る.ホ ームネ ット

ワー クが普及 した段階で有料化に移行す るが,そ れでも

低価格なロイヤルティで実 施す ることに してお り,ロ イ

ヤルティの運用 を行 う事業者 の設立について も検討 を進

めている.

(5)普 及促進活動

ホームネッ トワー クは,居 住者のメリッ トを見出 して

こそ普及が促進 されるものである.CO2排 出量削減 に向

けた省エネルギーや高齢化 に対応 して生活支援σセキュ

リティ,ヘ ルスケアなど大 きな需要が見込 まれ るが,こ

れらは,サ ー ビス提供者の創 出,対 応製品の開発が進ん

で初 めて実 施され るものであ る.ECHONETで は,世 の

中のニーズや市場規模 な どを調査す るマーケ ット調査 を

2002年 度 に行 い,調 査結 果 を会員企業に公開 し,企 業 で

の取 り組みの一助 としている.ま た,ECHONET主 催の

フォー ラムの開催や知名度の高い展示会への出展などを

通 して,普 及促進に向けた活動 を進めている.

6.最 後 に

以上述べ てきたように家庭内でも消費電力比率 の高い

照明器具 をは じめ,エ ア コンや各種 家電 品な どとこの

ホームネッ トワー ク 「ECHONET」 とを有機 的・効率的

に連結す ることにより,省エ ネルギーは もちろん,セ キュ

リティ ・利便性など快適生活の実現へ向けて大 きく前進

で きるこ とになる.

ECHONETコ ンソーシアムの設立後,約5年 半 を経

過 し,実 用化 の端緒についた ところである.

今後は,企 業の取 り組みに依存することが 多 くなるが,

コンソー シアム として も21世 紀 の新 た なホームネッ ト

ワー クの構築 を目指 して活発 な活動 を推進す る所存であ

る.
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